
JP  2019-108914  A   2019.7.4

(57)【要約】

【課題】弾塑性材料からなる振動エネルギー吸収部を備

えてなる免震装置或いは制振装置において、当該振動エ

ネルギー吸収部の亀裂の発生を未然に抑制するのみなら

ず、塑性変形の繰り返し等によって当該振動エネルギー

吸収部に微細な亀裂が発生した場合であっても、これを

有効に修復して、更に長期に亘る当該装置の使用の継続

を可能とし、これにより、長期耐久性に秀でた免震装置

等を提供すること。

【解決手段】鉛、錫、鋼、又は、少なくともこれらのう

ちのいずれかの金属を含有してなる合金である弾塑性材

料によって、ダンパー本体１０や、金属プラグ５１等の

振動エネルギー吸収部が形成されている免震装置等であ

って、振動エネルギー吸収部の表面の一部又は全部にポ

リウレア樹脂をベース樹脂とする被膜部２０が形成され

ている免震装置等とする。

【選択図】図１


	bibliographic-data
	abstract

